20180107レムナント教会1部
諦められない自分（ヨハネ21:17）
新年あけましておめでとうございます。2018年、神様がなによりみことばをもって私たちを一歩一歩導いてくださることを信じて、感謝をもって始めたいと願います。
私たちは、それが悪いか良いかは別にして、いままで神様を離れて自分だけで生きていく癖が身についているので、クリスチャンになってからも神様のことを自分の標準に引き下げて考えてしまう傾向があると思います。そうすると、葛藤は終わらないしもやもやがずっと続くようになります。クリスチャンであればいままでの自分を捨てて、自分を神様の水準の方に引き上げないといけません。それは自分が神様のようになるというようなとんでもない話ではありません。自分を神様の標準の方に引き上げるというのは、どういうことなのでしょうか。どうすれば可能なのでしょうか。
それが神様のみことばなのです。みことばは神であり、みことばが肉となってと言われているでしょう。神様は、私たちの肉眼では見えない方です。ですから、皆さんがみことばを聞き、また、みことばを考えて黙想して、みことばに集中するということはなにかのマニュアルではなくて、それが自分や肉に制限され、この世の中の様々なものに引っかかるしかない自分から抜け出して神の御胸に抱かれることであり、天の御座の祝福の方に自分の心とたましいと考えを持っていく方法なのです。みことばに対して、また、みことばを黙想するということに対してのイメージを変えて、姿勢を変える必要があると思います。
今日の聖書の箇所、みことばを通してそのようなことを実感していきたいと願います。今日の聖書の箇所は、イエス様の愛弟子でありましたペテロが、イエス様を三度も否定した人間なので、がっかりして田舎に戻り、昔やっていた魚を獲る仕事をしていました。それも仕事に一生懸命取り組むとかの次元の話ではなく、ぼうっとして、たぶんペテロの心の中では自分のような人間はいないだろう、もう自分のような人間は神様からは用なしではないのか、もうだめだ、終わったのだ、私のようなこんなでたらめな人間に何の希望などがあるのかと思いながら網を投げていたと思います。それが私たちの水準なのです。みな世の中では、そのように思うかもしれません。だから、自分自ら落胆し、自分と自分の人生のことをあきらめていた者なのです。しかし、神の水準は違います。そこに予想を全部裏切ってイエス様が自ら頼んでもいないのに訪ねて来られました。これが神様のみことばなのです。そこでもうこれ以上、用なしだろう、もう私のような人間はダメだ、そう思っていたペテロをひっくり返して、すべてを回復させ、私たちが分かっているペテロの次の人生を歩むようにしてくださったわけです。そのような内容の聖書です。クリスチャンの私たちは、この聖書を中心にして自分自身を捨てて、自分の水準から抜け出して神の水準の方に、みことばにしっかり立つようにしていただきたいと思います。

第一に神様は、神様の選ばれたものを絶対にあきらめることのないお方です。今日の聖書、21：1を見ますと、「この後、イエスはテベリヤの湖畔で、もう一度ご自分を弟子たちに現わされた」とあります。そのような弟子たちの前にイエス様自ら訪ねて来られて、ご自分のことを現されたということです。どういう意味なのでしょうか。私たちはいろいろな理由で自分自身のことを責め、また、あきらめるかもしれません。がっかりしているかもしれません。けれども、イエス様は、神様はそのような私たちを決してあきらめることはありませんというメッセージなのです。どこまであきらめられないのかと言いますと、その選ばれた人々がまだ未信者だったときでもあきらめることがありません。皆さん、ご存知ではないでしょうか。パウロという人間は、実は、イエス様のことを憎んでクリスチャンを迫害していた存在です。そのようなパウロであっても、そのときでも神様はあきらめられませんでした。クリスチャンの方からはパウロのことをどう思っていたでしょうか。実際、イエス様がパウロのことを考えてだれかを送ろうとしていたときに、「パウロのような人間のところに私が行くのですか」と反応したくらいなのです。しかし、そのようなパウロをイエス様はあきらめないで訪ねて来られたわけです。私たちのすべてを裏切られる方です。それが神様であり、神様の愛です。それから、初代教会の少し後の時代に、有名な教会指導者として用いられた人の一人がアウグスチヌスという人がいました。ものすごい指導者です。でも、自分のお母さんがクリスチャンになり、その息子であったアウグスチヌスのために一生をかけて祈っていたのにもかかわらず、まったく変わっていませんでした。かえって別の異教の方に走り、お母さんが祈っているときにお尻を蹴飛ばすようなことをしていた人間でした。どこに希望があるのでしょうか。もう終わりではないでしょうか。でも、神様は、その人が神に選ばれた人間なので、あきらめないでその人を訪ねて来られて、結局、アウグスチヌスを最高の教会の指導者として変えて用いられたわけです。神様は選ばれたご自分の民を決してあきらめることはありません。
それから、ここにいらっしゃるひとりひとりの皆さんがその証人ではないでしょうか。私たちは生まれたときから神様を分かっていて神様に終生を誓ってここまで来たのでしょうか。私のことで申し訳ありませんが、私は小さい頃、仏教がなにか分かっていないままお寺でろうそくをもって塔をぐるぐる回っていた人間です。しかし、祖母のおかげで小学生のときから教会に通うようになりました。しかし、すぐさま教会を止めて世の中に飛びだし、10年以上、教会から離れて信仰や神様などもうどうでもいいという生活をしていました。それで私のような人間は希望など全くないだろうと思っていたのです。しかし、神様はそんな私をあきらめられないで訪ねて来られて私をひっくり返し、私が抵抗できないようにその愛をもって私を捕え、いまのようなところまで引っ張って来られた方なのです。神様は、選ばれたご自分の民を決してあきらめることはありません。私たちは、それを不可抗力的な恩寵、不可抗力的な恵みというのです。自分の水準で神様のことを勝手に判断していてはいけません。ローマ8：32を見ると、私たちが罪人であったときに、ひとり子を惜しまずに十字架に引き渡された方が、なぜいまクリスチャンである私たちにすべての良いものを恵んでくださることがないだろうかと言っているでしょう。未信者のときでも、逆に神様に敵対していたときでもあきらめないで私たちに訪ねて来られて、私たちの水準をすべて裏切って、私たちにその愛を賜り与えられた神様です。いまは言うまでもないでしょう。ですから、私たちはいろいろなことを考えるでしょうけれども、クリスチャンの私たちが信仰から離れて信仰が弱くなっているそのときでも、神様は決してあきらめることなどはありません。心配しないようにしてください。
モーセは、自分なりに頑張っていたことがつまずき、ミデヤンの荒野の方に40年間行っていて、80歳の老人になりました。信仰からとっくに離れていました。だから、もう私はこれで人生終わりだろうと思っていたそのときに、炎の中から神様自らモーセを訪ねて来られたわけです。神様は、そのようなモーセをあきらめることはありません。
エリヤも同じでしょう。信仰をもってバアルの預言者と戦って勝利しましたが、この苦難が終わらずずっと続くので、ある木の下で「神様。もういいです。私を死なせてください。召してください」と叫ぶくらい信仰がダウンしていたときです。それで神様が「そう。その程度なの」とは言わずにあきらめないで、そこに鳥を送って、また、水を送って、そのエリヤを立たせホレブの山に持っていき、そのエリヤを通してエリシャを探すようにし、また、エリヤは死を経験せずに天に召される祝福に預かるようになりました。もう死んだ方がましですと叫んでいるそこでも神様は、私たちのレベルに合わせず、あきらめられないで訪ねて来られる方なのです。
今日の聖書はそういう箇所です。先ほども申し上げましたように、ペテロはもうだめだ、もうこれから神様は私のことなんかどうでもいいだろうと思っていたそのペテロのがっかりを全部裏切ってイエス様が訪ねて来られました。選ばれた民を決してあきらめられないのです。ですから、クリスチャンの私たちがたとえ絶望的な状況に置かれていたそのときでも、私たちはうっかり絶望するかもしれませんが、神様はその絶望に負けずに私たちをあきらめない方なのです。

ダビデは死の影の谷を歩いていました。しかし、神様はダビデのことをあきらめていらっしゃらないということをダビデは分かっていたのです。主は、私の牧場の羊飼いであると告白しました。

初代教会は、四面楚歌の状況でした。本当に殺される直前であり、すべてが奪われて迫害の中にいた状況でした。しかも植民地のままの状況です。なにができるでしょうかと思うでしょう。私たちはあきらめようとするかもしれません。けれども神様は、その初代教会を決してあきらめることはありませんでした。それはあなたがたは知らなくてもいい。Only聖霊が臨まれると。これが神様の水準です。神様はこういう方なのに勝手に私たちは自分に身についているくせにしたがって引き下げて自分のように神様のことを考えるため、苦労してなくてもいいのに、落胆しなくてもいいのにそこに溺れているのではないでしょうか。聖書の最後は黙示録です。黙示録こそがそのような物語ではないでしょうか。使徒だったヨハネでさえ、もうこれでどうなるのだろうと思うぐらいものすごい迫害にあっていました。ほぼ絶望的な状況でした。そこで天使を通してイエス様が啓示を与えられたわけです。黙示録を。そういうことではない。角が出ているものが、炎が、竜が現れて世の中がどうなってどんな迫害があろうが神様は教会を、また神の契約を絶対にあきらめることなどないので心配無用だというのが黙示録です。
神様は選ばれたご自分の民を絶対にあきらめることのないお方であることを覚えていてください。
2018年スタートしながら皆さんがその選ばれた民であることを覚えて、ぜひ発見していただきたいと思います。いまでも信仰につまずいて礼拝に行きたくない、教会なんかどうでもいい、信仰など私とはもう関係ないという人も結構いるかもしれません。でも、私たちは心配しません。その人が本当に選ばれた人間であれば神はあきらめられません。ただ私の経験で申し上げますと、神様はあきらめられないし、私たちは神様の意志には勝てないわけなので、それで折れて神の愛の前に引っ張られるときにはもう半殺しの状態なのです。それでも仕方がありません。だから、信仰はどうでもいい、教会なんか、礼拝なんかどうでもいいという方々はどうぞ。大丈夫です。ただできれば半殺しになる以前にみことばを聞いて、「なるほど」と神様の前で「そうですか。そういうことですか。まいりました」であってほしいです。将棋などをするとものすごい戦略を立てるでしょう。15くらい先のことを考えたり、相手がどうなるのか、自分の頭の中のいろいろな地図が行ったり来たりするわけです。どう考えてもこれは負けだとこちらがあきらめるときの表現が「まいりました」でしょう。自分の頭でどう考えてもどんな戦略、作戦があっても無駄なのだね。まいりました。私たちは、神のみことばの前で、神様があきらめないとおっしゃる前で、「でも、私はこういう過去があるからダメなのです。私はこういうことがあるからダメなのです。私はこれがやりたいのでもうちょっと待ってください」などいろいろな意見がいっぱいあるでしょう。否定的なものも偉そうな意見もいろいろあるかもしれませんが、できれば神様は負けない方なので、早めにそのすべてが無駄なのだということを認めて、神の前で屈服して「まいりました」となってください。どんな意見があるのでしょうか。なにが言いたいのでしょうか。なにを主張したいのでしょうか。「まいりました」です。私は将棋のことは良く分かりませんが、最後に「まいりました」という瞬間は格好いいなと思います。素人の私が見るにはまだやれそうなことがいっぱいありそうなのですが、レベルのあるものは全部考えて「まいりました」と言います。私たちは、自ら自分のことをあきらめる権限などは持っていません。そして、神様は絶対にあきらめない方なので、私たち自ら自分を絶対にあきらめてはいけません。自分の水準を捨てて「まいりました」と神の前でひざまずいてギブアップしていただきたいと思います。
そうすることによって、私たちにいろいろありましたこだわりが全部消えて、どんな過去を持っていようが、現在どんな状況であろうが、また、自分の条件、環境、状況などがどうであろうがそれと全く関係なく私たちは一つだけにこだわれば勝利します。神様があきらめない方なので。いろいろなことを複雑に考える理由などありません。悪いことがあるのでしょうか。辛いことがあるのでしょうか。できないことがあるのでしょうか。そういうことにこだわらないでください。神様はそういうことに一切負けない方なので、それで負けずに皆さんをあきらめられない方なので、そうならば私たちは一つだけにこだわればよいのです。それは何でしょうか。イエス様を愛するのか。イエス様への愛です。ペテロに対してイエス様はいろいろなことをおっしゃらないで、「おまえは私のことを愛しているのか」と三度も同じ質問をされました。つまり、こだわるべきものは、ペテロが過去に何をしたのか、三度イエス様を否定したのか、いま釣りをしているのかどうかではありません。どうでもこうでも神様はあきらめられない方なので、「そうか。まいりました」とすべてを片づけてひとつだけにこだわることです。自分は神様のことを本当に愛しているのか。ここでもまた皆が引っかかりますが、愛とはどういうことなのでしょうか。簡単に申し上げると、イエス様が本当に約束されたキリスト、その方だと認めることが愛です。イエス様が唯一の希望、自分の人生の答え、キリストですと認めることです。性格がどうであれ、今現在の状態がどうであれかまわずに一つだけにこだわってください。イエス様を愛しているのか。それは言葉を変えると、神様はイエス・キリストを十字架に引き渡されるほど私のことを愛してくださった、その神の愛を素直に受け入れるかどうかです。イエス・キリストが私の代わりに十字架にかけられることによって、私がやるすべての問題の根源である罪を完璧に解決されたキリストだと認めることです。復活なさることによって、悪魔の頭を踏み砕いて死の力を完全に打ち破ったまことの王様、まことのキリストだと認めることです。そして、天の御座に昇られて、信じる私に何の条件など関係なく、聖霊を通して内側に入って来られて神様と出会う道となられたまことの預言者、まことのキリストですと認めることです。イエスは本当にキリストですと。それを認めて信じるかです。感情的にものすごくロマンチックな気持ちがあるかどうかは次の次の話であって、イエス様は、神様はそれだけにこだわっていらっしゃるのです。三回質問なさる場合には、1.2.3でいいでしょう。１に愛、2に愛、3も愛なのです。イエス様への愛だけです。なぜそれだけにこだわらないで頭の中が複雑でややこしくなっているのでしょうか。神様は絶対にあきらめることのない方なのだとわかっていないからです。他のなにかは私たちが気にすべきことではありません。そして、このイエス様への愛だけにこだわるなら、その中にすべてが全部入っているのです。エペソ1：3、イエス・キリストの愛の中に天にある霊的すべての祝福がそこにあるし、もう二度と滅びることがないように完全に死と罪の原理から解放される祝福があり、しかも聖霊が内側に入って離れることがない、永遠のいのちの祝福、永遠にともにおられる祝福がそこにあるし、当然なのですがイエス様の愛の中に完璧に保証される祝福がそこにあるのです。どんな被造物もサタンも天使もこのキリストの愛から、祝福から私たちを引き離すことはできません。良いことを始められた方がキリスト・イエスの日までに完成なさると保証されるわけです。どこにでしょうか。イエス様の愛の中にそのすべてがあります。ピリピ3：20、天の御国の国籍がイエス様への愛の中にあるのです。天の御国の祝福が保証されています。このイエス様への愛一つのなかに全部が入っています。だから、その一つだけにこだわればよいのです。ペテロを訪ねて来られて、イエス様はそれしか問いかけたことはありません。私たちはいろいろなことを尋ねて、自分の親みたいに小言をいっぱいおっしゃる方のように勘違いしているかもしれません。私たちの水準の方に、イエス様、神様を引き下げてはいけません。自分がそこに昇らないといけません。イエス様は一つだけにこだわる方です。早くそこをチェンジしないといけません。
それが本当であれば、イエス様への愛だけにこだわる人は、一つだけを求めて集中すればよいのです。それが聖霊の満たしです。他はあなたがたは知らなくてもいいです。Only聖霊が臨まれると、聖霊に満たされることです。聖霊に満たされるとは何でしょうか。冒頭で申し上げましたように、この地上にいながら、現実の中にいながら、肉体の中にいながら、弱さの中にいながら、完璧な天の御座の祝福の方に自分がいるということです。これが聖霊の満たしです。聖霊に満たされると地上にいながらも神様と同じ目線になるわけです。御座に座って世界を見るかのようになるわけです。ですから、それだけにこだわればよいのです。計算を超えて。

その結果、私たちはイエス様の愛だけにこだわり、そして、聖霊充満、聖霊の満たしだけを求めて集中しただけなのにイエス様がおっしゃっています。わたしの羊を飼いなさい。つまり、最高に美しい人生、使命のために生きる人生の門が開かれます。ぜひ体験してください。2018年は、それを具体的にお証しできる年になることを祈りたいと思います。わたしの羊を飼いなさいというのは、この地上にあるものに捕らわれないでということなのです。なにを食べるか飲むかなどにとらわれずに、自分のためにお金のために成功のためにというような生き方を全部捨てましょう。それは結局、死んでさばかれるのが人間なので、死ぬことによって全部消えてなくなるものなのです。永遠に残るものは人のたましいを生かすこと以外にはありません。だから、いちばん美しい人生というものはどういう職業に就くか、なにをするかではありません。どれほどまじめに頑張るかではなくて、人のたましいを生かす使命を全うする人生を生きること、それだけが永遠に残るものなのです。クリスチャンの皆さん、イエス様の愛だけにこだわって幸いな皆さんの周りにいる人々が、実は、残念ながら知らないでいるけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる身分であり、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、結局なにをどうしても疲れて重荷を背負って倒れるしかない人生なのです。そこに必要なのは、キリストの光の他にはありません。ですから、皆さんひとりひとりを条件、環境、状況と関係なく、世の光として召していらっしゃるし、王である祭司と言われる者にしていらっしゃるのです。その人生を生きることです。皆さんのまわりの人々、その現場に光として生きることです。イエス・キリストは目に見えません。皆さんが見えるイエス・キリストのように生きることが許されているのです。
なにをすればよいのでしょうか。神は絶対にその民をあきらめることはないということをしっかり握って、いままでこだわっていた、いままで文句を言っていた複雑なすべてを全部片づけてしまって、一つだけにこだわるとき、その美しい人生の門が開かれるのです。しかもそれは自分で頑張って結果を作り出すことではなくて、成り立っていく祝福なのです。ついてくるものなのです。イエス様がおっしゃいました。聖霊が臨まれると力を受けて、エルサレム、ユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまでわたしの証人となるとおっしゃいました。山上の垂訓のほうでもおっしゃいました。まず、神の国と義を求めなさい。そうすると、それらのすべては加えて与えられると。成り立っていく祝福を見るようになります。これが途切れることなく次の世代に主が来られるまでずっと続くようになります。この門が開かれる祝福に預かるようになります。なにかを難しくハードに思うようなイメージを全部消してください。それは私たちの水準なのです。

改めて申し上げます。神様は選ばれたご自分の民を未信者のときから、信仰からダウンしているその日でも、どんな絶望的な条件に置かれていても、神様はあきらめられません。自分はだめだ、もうこれでなにができるかと思うでしょうが、それは自分の勝手なわがままな都合であって神様はあきらめられません。その勝手な自分のわがままをすみやかに、そうできなくても結局は折れてしまうようになりますので、できれば半殺しになる前に「まいりました」となってください。神は、その民を決してあきらめることはないという言葉を契約として握ってください。そして、いつもお話ししていることなのですが、その上に立って、聖餐の告白を初め、御座の祝福、奪うことのできない、曲げることもできない、色あせることもない、変わることもない御座の祝福、それをいつも存分に味わうようにして、その結果、他のなにかにこだわらずに、神のみことばを自分のものにすることにこだわってください、
それで今年からは、3部のインターネット礼拝の代わりに、そこまでいかなくても昼食が終わったあと、希望する人だけでいいのですが、皆さんがここでメッセージを聞いて整理するのでしょうけれども、家に帰ってもう一回やるのはなかなか難しいかもしれません。それで昼食をとったあと、この教会に残ってメッセージをもう一回聞きながら整理する時間を持ちたいと思います。それは整理ではありません。地上にいながらも天の御座の祝福の方に自分が昇っていくことです。そうでないと世の中にある様々なものに勝てないのです。これがクリスチャンの祝福なのです。それをやっただけなのに門が開かれていく、加えて与えられるということをぜひ体験して、自分自身から自由になってください。みことばを自分のものにすることによって、それが祈りになるでしょう。どんなに聞いて整理しても自分の言葉で自分のものになっていないと、それが祈りに変わりません。ぜひ自分のものにして、自分の言葉で整理してそれが祈りに変わるまでやってみてください。天井の御座の祝福を皆さんが感じるようになるでしょう。そうすることによって、2018年このてっぺんの幸せを奪われることがないようにしていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。2018年、最初の聖日礼拝を兄弟姉妹とともにささげました。同化自分の水準を捨てて、神の水準の方に自分を持っていくために、みことばにこだわるようにしてくださり、そして、なにより、神の前で、みことばの前で「まいりました」ができるように、それでこだわっていたすべてから解放されて一つだけ、イエス様への愛の信仰告白だけにこだわることによって最高に美しい人生の門が開かれることをひとりひとりが体験できるようにしてください。主の御名をほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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